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●
電
離
放
射
線
障
害
防
止
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

新
旧
対
照
条
文

○
電
離
放
射
線
障
害
防
止
規
則
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
四
十
一
号
）
（
抄
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

目
次

目
次

第
四
章

汚
染
の
防
止

第
四
章

汚
染
の
防
止
（
第
二
十
二
条
―
第
四
十
一
条
の
二
）

第
一
節

放
射
性
物
質
（
事
故
由
来
放
射
性
物
質
を
除
く
。
）
に
係
る
汚

（
新
設
）

染
の
防
止
（
第
二
十
二
条
―
第
四
十
一
条
の
二
）

第
二
節

事
故
由
来
放
射
性
物
質
に
係
る
汚
染
の
防
止
（
第
四
十
一
条
の

（
新
設
）

三
―
第
四
十
一
条
の
十
）

第
四
章
の
二

特
別
な
作
業
の
管
理
（
第
四
十
一
条
の
十
一
―
第
四
十
一
条

第
四
章
の
二

特
別
な
作
業
の
管
理
（
第
四
十
一
条
の
三
・
第
四
十
一
条
の

の
十
四
）

四
）

第
五
章
・
第
六
章

（
略
）

第
五
章
・
第
六
章

（
略
）

第
六
章
の
二

特
別
の
教
育
（
第
五
十
二
条
の
五
―
第
五
十
二
条
の
八
）

第
六
章
の
二

特
別
の
教
育
（
第
五
十
二
条
の
五
―
第
五
十
二
条
の
七
）

（
定
義
等
）

（
定
義
等
）

第
二
条

（
略
）

第
二
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

こ
の
省
令
で
「
放
射
線
業
務
」
と
は
、
労
働
安
全
衛
生
法
施
行
令
（
以
下

３

こ
の
省
令
で
「
放
射
線
業
務
」
と
は
、
労
働
安
全
衛
生
法
施
行
令
（
以
下

「
令
」
と
い
う
。
）
別
表
第
二
に
掲
げ
る
業
務
（
第
五
十
九
条
の
二
に
規
定

「
令
」
と
い
う
。
）
別
表
第
二
に
掲
げ
る
業
務
（
第
五
十
九
条
の
二
に
規
定

す
る
放
射
線
業
務
以
外
の
も
の
に
あ
っ
て
は
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
生
じ

す
る
放
射
線
業
務
以
外
の
も
の
に
あ
っ
て
は
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
生
じ

た
放
射
性
物
質
に
よ
り
汚
染
さ
れ
た
土
壌
等
を
除
染
す
る
た
め
の
業
務
等
に

た
放
射
性
物
質
に
よ
り
汚
染
さ
れ
た
土
壌
等
を
除
染
す
る
た
め
の
業
務
等
に

係
る
電
離
放
射
線
障
害
防
止
規
則
（
平
成
二
十
三
年
厚
生
労
働
省
令
第
百
五

係
る
電
離
放
射
線
障
害
防
止
規
則
（
平
成
二
十
三
年
厚
生
労
働
省
令
第
百
五

十
二
号
。
以
下
「
除
染
則
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
七
項
第
一
号
に
規
定
す

十
二
号
。
第
五
十
九
条
の
二
第
一
項
第
二
号
及
び
第
六
十
一
条
の
三
に
お
い

る
土
壌
等
の
除
染
等
の
業
務
、
同
項
第
二
号
に
規
定
す
る
廃
棄
物
収
集
等
業

て
「
除
染
則
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
七
項
第
一
号
に
規
定
す
る
土
壌
等
の

務
及
び
同
項
第
三
号
に
規
定
す
る
特
定
汚
染
土
壌
等
取
扱
業
務
を
除
く
。
）

除
染
等
の
業
務
、
同
項
第
二
号
に
規
定
す
る
廃
棄
物
収
集
等
業
務
、
同
項
第

を
い
う
。

三
号
に
規
定
す
る
特
定
汚
染
土
壌
等
取
扱
業
務
及
び
同
条
第
八
項
に
規
定
す

る
特
定
線
量
下
業
務
を
除
く
。
）
を
い
う
。
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４

（
略
）

４

（
略
）

（
施
設
等
に
お
け
る
線
量
の
限
度
）

（
施
設
等
に
お
け
る
線
量
の
限
度
）

第
三
条
の
二

事
業
者
は
、
第
十
五
条
第
一
項
の
放
射
線
装
置
室
、
第
二
十
二

第
三
条
の
二

事
業
者
は
、
第
十
五
条
第
一
項
の
放
射
線
装
置
室
、
第
二
十
二

条
第
二
項
の
放
射
性
物
質
取
扱
作
業
室
、
第
三
十
三
条
第
一
項
（
第
四
十
一

条
第
二
項
の
放
射
性
物
質
取
扱
作
業
室
、
第
三
十
三
条
第
一
項
の
貯
蔵
施
設

条
の
九
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
貯
蔵
施
設
、
第
三
十
六
条

又
は
第
三
十
六
条
第
一
項
の
保
管
廃
棄
施
設
に
つ
い
て
、
遮
へ
い
壁
、
防
護

第
一
項
の
保
管
廃
棄
施
設
、
第
四
十
一
条
の
四
第
二
項
の
事
故
由
来
廃
棄
物

つ
い
立
て
そ
の
他
の
遮
へ
い
物
を
設
け
、
又
は
局
所
排
気
装
置
若
し
く
は
放

等
取
扱
施
設
又
は
第
四
十
一
条
の
八
第
一
項
の
埋
立
施
設
に
つ
い
て
、
遮
蔽

射
性
物
質
の
ガ
ス
、
蒸
気
若
し
く
は
粉
じ
ん
の
発
散
源
を
密
閉
す
る
設
備
を

壁
、
防
護
つ
い
立
て
そ
の
他
の
遮
蔽
物
を
設
け
、
又
は
局
所
排
気
装
置
若
し

設
け
て
、
労
働
者
が
常
時
立
ち
入
る
場
所
に
お
け
る
外
部
放
射
線
に
よ
る
実

く
は
放
射
性
物
質
の
ガ
ス
、
蒸
気
若
し
く
は
粉
じ
ん
の
発
散
源
を
密
閉
す
る

効
線
量
と
空
気
中
の
放
射
性
物
質
に
よ
る
実
効
線
量
と
の
合
計
を
一
週
間
に

設
備
を
設
け
る
等
に
よ
り
、
労
働
者
が
常
時
立
ち
入
る
場
所
に
お
け
る
外
部

つ
き
一
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
以
下
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

放
射
線
に
よ
る
実
効
線
量
と
空
気
中
の
放
射
性
物
質
に
よ
る
実
効
線
量
と
の

合
計
を
一
週
間
に
つ
き
一
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
以
下
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

。

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

第
四
章

汚
染
の
防
止

第
四
章

汚
染
の
防
止

第
一
節

放
射
性
物
質
（
事
故
由
来
放
射
性
物
質
を
除
く
。
）
に
係

（
新
設
）

る
汚
染
の
防
止

（
放
射
性
物
質
取
扱
作
業
室
）

（
放
射
性
物
質
取
扱
作
業
室
）

第
二
十
二
条

事
業
者
（
第
四
十
一
条
の
三
に
規
定
す
る
処
分
事
業
者
を
除
く

第
二
十
二
条

事
業
者
は
、
密
封
さ
れ
て
い
な
い
放
射
性
物
質
を
取
り
扱
う
作

。
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、
密
封
さ
れ
て
い
な
い
放
射
性
物
質

業
を
行
な
う
と
き
は
、
専
用
の
作
業
室
を
設
け
、
そ
の
室
内
で
行
な
わ
な
け

を
取
り
扱
う
作
業
を
行
う
と
き
は
、
専
用
の
作
業
室
を
設
け
、
そ
の
室
内
で

れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
漏
水
の
調
査
、
こ
ん
虫
に
よ
る
疫
学
的
調
査
、

行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
漏
水
の
調
査
、
昆
虫
に
よ
る
疫
学
的

原
料
物
質
の
生
産
工
程
中
に
お
け
る
移
動
状
況
の
調
査
等
に
放
射
性
物
質
を

調
査
、
原
料
物
質
の
生
産
工
程
中
に
お
け
る
移
動
状
況
の
調
査
等
に
放
射
性

広
範
囲
に
分
散
移
動
さ
せ
て
使
用
し
、
か
つ
、
そ
の
使
用
が
一
時
的
で
あ
る

物
質
を
広
範
囲
に
分
散
移
動
さ
せ
て
使
用
し
、
か
つ
、
そ
の
使
用
が
一
時
的

場
合
及
び
核
原
料
物
質
（
原
子
力
基
本
法
（
昭
和
三
十
年
法
律
第
百
八
十
六

で
あ
る
場
合
及
び
核
原
料
物
質
（
原
子
力
基
本
法
（
昭
和
三
十
年
法
律
第
百

号
）
第
三
条
第
三
号
に
規
定
す
る
核
原
料
物
質
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を

八
十
六
号
）
第
三
条
第
三
号
に
規
定
す
る
核
原
料
物
質
を
い
う
。
以
下
同
じ

掘
採
す
る
場
合
に
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。
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。
）
を
掘
採
す
る
場
合
に
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２

（
略
）

２

（
略
）

（
退
去
者
の
汚
染
検
査
）

（
退
去
者
の
汚
染
検
査
）

第
三
十
一
条

事
業
者
は
、
管
理
区
域
（
労
働
者
の
身
体
若
し
く
は
装
具
又
は

第
三
十
一
条

事
業
者
は
、
放
射
性
物
質
取
扱
作
業
室
の
出
口
に
汚
染
検
査
場

物
品
が
別
表
第
三
に
掲
げ
る
限
度
の
十
分
の
一
を
超
え
て
汚
染
さ
れ
る
お
そ

所
を
設
け
、
放
射
性
物
質
取
扱
作
業
室
に
お
い
て
作
業
に
従
事
さ
せ
た
労
働

れ
の
あ
る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
出

者
が
そ
の
室
か
ら
退
去
す
る
と
き
は
、
そ
の
身
体
及
び
装
具
の
汚
染
の
状
態

口
に
汚
染
検
査
場
所
を
設
け
、
管
理
区
域
に
お
い
て
作
業
に
従
事
さ
せ
た
労

を
検
査
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

働
者
が
そ
の
区
域
か
ら
退
去
す
る
と
き
は
、
そ
の
身
体
及
び
装
具
の
汚
染
の

状
態
を
検
査
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

事
業
者
は
、
前
項
の
検
査
に
よ
り
労
働
者
の
身
体
又
は
装
具
が
別
表
第
三

２

事
業
者
は
、
前
項
の
検
査
に
よ
り
労
働
者
の
身
体
又
は
装
具
が
別
表
第
三

に
掲
げ
る
限
度
の
十
分
の
一
を
超
え
て
汚
染
さ
れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
と

に
掲
げ
る
限
度
の
十
分
の
一
を
超
え
て
汚
染
さ
れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
と

き
は
、
前
項
の
汚
染
検
査
場
所
に
お
い
て
次
の
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
、
そ

き
は
、
前
項
の
汚
染
検
査
場
所
に
お
い
て
次
の
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
、
そ

の
労
働
者
を
管
理
区
域
か
ら
退
去
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。

の
労
働
者
を
放
射
性
物
質
取
扱
作
業
室
か
ら
退
去
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

３

（
略
）

３

（
略
）

（
持
出
し
物
品
の
汚
染
検
査
）

（
持
出
し
物
品
の
汚
染
検
査
）

第
三
十
二
条

事
業
者
は
、
管
理
区
域
か
ら
持
ち
出
す
物
品
に
つ
い
て
は
、
持

第
三
十
二
条

事
業
者
は
、
放
射
性
物
質
取
扱
作
業
室
か
ら
持
ち
出
す
物
品
に

出
し
の
際
に
、
前
条
第
一
項
の
汚
染
検
査
場
所
に
お
い
て
、
そ
の
汚
染
の
状

つ
い
て
は
、
持
出
し
の
際
に
、
前
条
第
一
項
の
汚
染
検
査
場
所
に
お
い
て
、

態
を
検
査
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
汚
染
の
状
態
を
検
査
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

事
業
者
及
び
労
働
者
は
、
前
項
の
検
査
に
よ
り
、
当
該
物
品
が
別
表
第
三

２

事
業
者
及
び
労
働
者
は
、
前
項
の
検
査
に
よ
り
、
当
該
物
品
が
別
表
第
三

に
掲
げ
る
限
度
の
十
分
の
一
を
超
え
て
汚
染
さ
れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
と

に
掲
げ
る
限
度
の
十
分
の
一
を
超
え
て
汚
染
さ
れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
と

き
は
、
そ
の
物
品
を
持
ち
出
し
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
第
三
十
七
条
第

き
は
、
そ
の
物
品
を
持
ち
出
し
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
第
三
十
七
条
第

一
項
本
文
の
容
器
を
用
い
、
又
は
同
項
た
だ
し
書
の
措
置
を
講
じ
て
、
汚
染

一
項
本
文
の
容
器
を
用
い
、
又
は
同
項
た
だ
し
書
の
措
置
を
講
じ
て
、
汚
染

を
除
去
す
る
た
め
の
施
設
、
放
射
性
物
質
取
扱
作
業
室
、
貯
蔵
施
設
、
廃
棄

を
除
去
す
る
た
め
の
施
設
、
貯
蔵
施
設
、
廃
棄
の
た
め
の
施
設
又
は
他
の
放

の
た
め
の
施
設
又
は
他
の
管
理
区
域
ま
で
運
搬
す
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で

射
性
物
質
取
扱
作
業
室
ま
で
運
搬
す
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

な
い
。

（
貯
蔵
施
設
）

（
貯
蔵
施
設
）
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第
三
十
三
条

事
業
者
は
、
放
射
性
物
質
を
貯
蔵
す
る
と
き
は
、
外
部
と
区
画

第
三
十
三
条

事
業
者
は
、
放
射
性
物
質
又
は
別
表
第
三
に
掲
げ
る
限
度
の
十

さ
れ
た
構
造
で
あ
り
、
か
つ
、
扉
、
蓋
等
外
部
に
通
ず
る
部
分
に
、
鍵
そ
の

分
の
一
を
超
え
て
汚
染
さ
れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
物
（
以
下
「
汚
染
物
」

他
の
閉
鎖
の
た
め
の
設
備
又
は
器
具
を
設
け
た
貯
蔵
施
設
に
お
い
て
行
わ
な

と
い
う
。
）
を
貯
蔵
す
る
と
き
は
、
外
部
と
区
画
さ
れ
た
構
造
で
あ
り
、
か

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

つ
、
扉
、
ふ
た
等
外
部
に
通
ず
る
部
分
に
、
か
ぎ
そ
の
他
の
閉
鎖
の
た
め
の

設
備
又
は
器
具
を
設
け
た
貯
蔵
施
設
に
お
い
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

（
焼
却
炉
）

（
焼
却
炉
）

第
三
十
五
条

事
業
者
は
、
放
射
性
物
質
又
は
別
表
第
三
に
掲
げ
る
限
度
の
十

第
三
十
五
条

事
業
者
は
、
放
射
性
物
質
又
は
汚
染
物
を
焼
却
す
る
と
き
は
、

分
の
一
を
超
え
て
汚
染
さ
れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
物
（
以
下
「
汚
染
物
」

気
体
が
も
れ
る
お
そ
れ
が
な
く
、
か
つ
、
灰
が
飛
散
す
る
お
そ
れ
の
な
い
構

と
い
う
。
）
を
焼
却
す
る
と
き
は
、
気
体
が
漏
れ
る
お
そ
れ
が
な
く
、
か
つ

造
の
焼
却
炉
に
お
い
て
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

、
灰
が
飛
散
す
る
お
そ
れ
の
な
い
構
造
の
焼
却
炉
に
お
い
て
行
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

２

（
略
）

２

（
略
）

（
容
器
）

（
容
器
）

第
三
十
七
条

事
業
者
は
、
放
射
性
物
質
を
保
管
し
、
若
し
く
は
貯
蔵
し
、
又

第
三
十
七
条

事
業
者
は
、
放
射
性
物
質
を
保
管
し
、
若
し
く
は
貯
蔵
し
、
又

は
放
射
性
物
質
若
し
く
は
汚
染
物
を
運
搬
し
、
保
管
廃
棄
し
、
若
し
く
は
廃

は
放
射
性
物
質
若
し
く
は
汚
染
物
を
運
搬
し
、
保
管
廃
棄
し
、
若
し
く
は
廃

棄
の
た
め
に
一
時
た
め
て
お
く
と
き
は
、
容
器
を
用
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

棄
の
た
め
に
一
時
た
め
て
お
く
と
き
は
、
容
器
を
用
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

。
た
だ
し
、
容
器
に
入
れ
る
こ
と
が
著
し
く
困
難
な
も
の
に
つ
い
て
、
外
部

。
た
だ
し
、
容
器
に
入
れ
る
こ
と
が
著
し
く
困
難
な
も
の
に
つ
い
て
、
外
部

放
射
線
を
遮
蔽
す
る
た
め
、
若
し
く
は
汚
染
の
広
が
り
を
防
止
す
る
た
め
の

放
射
線
を
し
や
へ
い
す
る
た
め
、
又
は
汚
染
の
ひ
ろ
が
り
を
防
止
す
る
た
め

有
効
な
措
置
を
講
じ
た
と
き
、
又
は
放
射
性
物
質
取
扱
作
業
室
内
に
お
い
て

の
有
効
な
措
置
を
講
じ
た
と
き
、
又
は
放
射
性
物
質
取
扱
作
業
室
内
に
お
い

運
搬
す
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

て
運
搬
す
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２

事
業
者
は
前
項
本
文
の
容
器
に
つ
い
て
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
用

２

事
業
者
は
前
項
本
文
の
容
器
に
つ
い
て
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
用

途
に
用
い
る
と
い
は
、
当
該
用
途
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ

途
に
用
い
る
と
い
は
、
当
該
用
途
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ

る
構
造
を
具
備
す
る
も
の
を
用
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

る
構
造
を
具
備
す
る
も
の
を
用
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

用

途

構

造

用

途

構

造

空
気
を
汚
染
す
る
お
そ
れ

腐
食
し
に
く
い
材
料
で
造
ら
れ
、
か
つ
、

空
気
を
汚
染
す
る
お
そ
れ

腐
食
し
に
く
い
材
料
で
造
ら
れ
、
か
つ
、

の
あ
る
放
射
性
物
質
又
は

気
体
が
漏
れ
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

の
あ
る
放
射
性
物
質
又
は

気
体
が
も
れ
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

汚
染
物
を
入
れ
る
場
合

汚
染
物
を
入
れ
る
場
合
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（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

放
射
性
物
質
又
は
汚
染
物

一

容
器
の
表
面
（
容
器
を
梱
包
す
る
と

放
射
性
物
質
又
は
汚
染
物

一

容
器
の
表
面
（
容
器
を
こ
ん
包
す
る

を
管
理
区
域
の
外
に
お
い

き
は
、
そ
の
梱
包
の
表
面
。
以
下
こ
の

を
管
理
区
域
の
外
に
お
い

と
き
は
、
そ
の
こ
ん
包
の
表
面
。
以
下

て
運
搬
す
る
た
め
に
入
れ

項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
お
け
る
一
セ

て
運
搬
す
る
た
め
に
入
れ

こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
お
け
る

る
場
合

ン
チ
メ
ー
ト
ル
線
量
当
量
率
が
、
二
ミ

る
場
合

一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
線
量
当
量
率
が
、

リ
シ
ー
ベ
ル
ト
毎
時
（
容
器
を
核
燃
料

二
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
毎
時
（
容
器
を
核

物
質
等
の
工
場
又
は
事
業
所
の
外
に
お

燃
料
物
質
等
の
工
場
又
は
事
業
所
の
外

け
る
運
搬
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
五
十

に
お
け
る
運
搬
に
関
す
る
規
則
（
昭
和

三
年
総
理
府
令
第
五
十
七
号
）
第
一
条

五
十
三
年
総
理
府
令
第
五
十
七
号
）
第

第
六
号
に
規
定
す
る
専
用
積
載
（
以
下

一
条
第
六
号
に
規
定
す
る
専
用
積
載
（

こ
の
項
に
お
い
て
「
専
用
積
載
」
と
い

以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
専
用
積
載
」

う
。
）
で
運
搬
し
、
か
つ
、
核
燃
料
物

と
い
う
。
）
で
運
搬
し
、
か
つ
、
核
燃

質
等
車
両
運
搬
規
則
（
昭
和
五
十
三
年

料
物
質
等
車
両
運
搬
規
則
（
昭
和
五
十

運
輸
省
令
第
七
十
二
号
）
第
四
条
第
二

三
年
運
輸
省
令
第
七
十
二
号
）
第
四
条

項
及
び
第
十
九
条
第
三
項
各
号
又
は
放

第
二
項
及
び
第
十
九
条
第
三
項
各
号
又

射
性
同
位
元
素
等
車
両
運
搬
規
則
（
昭

は
放
射
性
同
位
元
素
等
車
両
運
搬
規
則

和
五
十
二
年
運
輸
省
令
第
三
十
三
号
）

（
昭
和
五
十
二
年
運
輸
省
令
第
三
十
三

第
四
条
第
二
項
及
び
第
十
八
条
第
三
項

号
）
第
四
条
第
二
項
及
び
第
十
八
条
第

各
号
に
規
定
す
る
運
搬
の
技
術
上
の
基

三
項
各
号
に
規
定
す
る
運
搬
の
技
術
上

準
に
従
う
場
合
で
あ
つ
て
、
労
働
者
の

の
基
準
に
従
う
場
合
で
あ
つ
て
、
労
働

健
康
障
害
の
防
止
上
支
障
が
な
い
旨
の

者
の
健
康
障
害
の
防
止
上
支
障
が
な
い

厚
生
労
働
大
臣
の
承
認
を
受
け
た
と
き

旨
の
厚
生
労
働
大
臣
の
承
認
を
受
け
た

は
、
十
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
毎
時
）
を
超

と
き
は
、
十
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
毎
時
）

え
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

を
超
え
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二

（
略
）

二

（
略
）

３
・
４

（
略
）

３
・
４

（
略
）

（
保
護
具
）

（
保
護
具
）

第
三
十
八
条

事
業
者
は
、
第
二
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
明
示
し
た
区
域
内
の

第
三
十
八
条

事
業
者
は
、
第
二
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
明
示
し
た
区
域
内
の

作
業
又
は
緊
急
作
業
そ
の
他
の
作
業
で
、
第
三
条
第
三
項
の
厚
生
労
働
大
臣

作
業
又
は
緊
急
作
業
で
、
第
三
条
第
三
項
の
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
限
度
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が
定
め
る
限
度
を
超
え
て
汚
染
さ
れ
た
空
気
を
吸
入
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
も

を
超
え
て
汚
染
さ
れ
た
空
気
を
吸
入
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
も
の
に
労
働
者
を

の
に
労
働
者
を
従
事
さ
せ
る
と
き
は
、
そ
の
汚
染
の
程
度
に
応
じ
て
防
じ
ん

従
事
さ
せ
る
と
き
は
、
そ
の
汚
染
の
程
度
に
応
じ
て
防
じ
ん
マ
ス
ク
、
防
毒

マ
ス
ク
、
防
毒
マ
ス
ク
、
ホ
ー
ス
マ
ス
ク
、
酸
素
呼
吸
器
等
の
有
効
な
呼
吸

マ
ス
ク
、
ホ
ー
ス
マ
ス
ク
、
酸
素
呼
吸
器
等
の
有
効
な
呼
吸
用
保
護
具
を
備

用
保
護
具
を
備
え
、
こ
れ
ら
を
そ
の
作
業
に
従
事
す
る
労
働
者
に
使
用
さ
せ

え
、
こ
れ
ら
を
そ
の
作
業
に
従
事
す
る
労
働
者
に
使
用
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

な
い
。

２

（
略
）

２

（
略
）

第
二
節

事
故
由
来
放
射
性
物
質
に
係
る
汚
染
の
防
止

（
新
設
）

（
事
故
由
来
廃
棄
物
等
処
分
事
業
場
の
境
界
の
明
示
）

第
四
十
一
条
の
三

事
故
由
来
廃
棄
物
等
（
除
染
則
第
二
条
第
七
項
第
二
号
イ

又
は
ロ
に
掲
げ
る
物
そ
の
他
の
事
故
由
来
放
射
性
物
質
（
平
成
二
十
三
年
三

月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
伴
う
原
子
力
発
電
所
の

事
故
に
よ
り
当
該
原
子
力
発
電
所
か
ら
放
出
さ
れ
た
放
射
性
物
質
を
い
う
。

以
下
同
じ
。
）
に
汚
染
さ
れ
た
物
で
あ
つ
て
、
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る

も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
処
分
の
業
務
を
行
う
事
業
の
事
業
者
（
以

下
こ
の
節
に
お
い
て
「
処
分
事
業
者
」
と
い
う
。
）
は
、
当
該
業
務
を
行
う

事
業
場
の
境
界
を
標
識
に
よ
つ
て
明
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
事
故
由
来
廃
棄
物
等
取
扱
施
設
）

第
四
十
一
条
の
四

処
分
事
業
者
は
、
密
封
さ
れ
て
い
な
い
事
故
由
来
廃
棄
物

等
を
取
り
扱
う
作
業
を
行
う
と
き
は
、
専
用
の
作
業
施
設
を
設
け
、
そ
の
施

設
内
で
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

第
三
条
第
四
項
及
び
第
三
十
三
条
第
二
項
の
規
定
は
、
前
項
の
作
業
施
設

（
以
下
「
事
故
由
来
廃
棄
物
等
取
扱
施
設
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
準
用
す

る
。

（
事
故
由
来
廃
棄
物
等
取
扱
施
設
の
構
造
等
）

第
四
十
一
条
の
五

処
分
事
業
者
は
、
事
故
由
来
廃
棄
物
等
取
扱
施
設
の
内
部

の
壁
、
床
そ
の
他
汚
染
の
お
そ
れ
が
あ
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
次
に
定
め
る
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と
こ
ろ
に
適
合
す
る
も
の
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

気
体
又
は
液
体
が
浸
透
し
に
く
く
、
か
つ
、
腐
食
し
に
く
い
材
料
で
作

ら
れ
て
い
る
こ
と
。

二

表
面
が
平
滑
に
仕
上
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

三

突
起
、
く
ぼ
み
及
び
隙
間
の
少
な
い
構
造
で
あ
る
こ
と
。

四

液
体
に
よ
る
汚
染
の
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
は
、
液
体
が
漏
れ
る
お
そ

れ
の
な
い
構
造
で
あ
る
こ
と
。

２

処
分
事
業
者
は
、
事
故
由
来
廃
棄
物
等
取
扱
施
設
に
つ
い
て
、
粉
じ
ん
に

よ
る
汚
染
の
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
は
、
粉
じ
ん
の
飛
散
を
抑
制
す
る
措
置
を

講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

処
分
事
業
者
は
、
事
故
由
来
廃
棄
物
等
取
扱
施
設
に
つ
い
て
、
そ
の
出
入

口
に
二
重
扉
を
設
け
る
等
、
汚
染
の
広
が
り
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
を
講

じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
破
砕
等
設
備
）

第
四
十
一
条
の
六

処
分
事
業
者
は
、
事
故
由
来
廃
棄
物
等
取
扱
施
設
の
外
に

お
い
て
、
事
故
由
来
廃
棄
物
等
又
は
汚
染
物
の
破
砕
、
選
別
、
圧
縮
又
は
濃

縮
等
を
行
う
と
き
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該

各
号
に
定
め
る
要
件
に
適
合
す
る
設
備
を
用
い
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

。一

気
体
に
よ
る
汚
染
の
お
そ
れ
が
あ
る
場
合

気
体
が
漏
れ
る
お
そ
れ
の

な
い
構
造
で
あ
り
、
か
つ
、
腐
食
し
、
及
び
気
体
が
浸
透
し
に
く
い
材
料

を
用
い
た
設
備

二

液
体
に
よ
る
汚
染
の
お
そ
れ
が
あ
る
場
合

液
体
が
漏
れ
る
お
そ
れ
の

な
い
構
造
で
あ
り
、
か
つ
、
腐
食
し
、
及
び
液
体
が
浸
透
し
に
く
い
材
料

を
用
い
た
設
備

三

粉
じ
ん
に
よ
る
汚
染
の
お
そ
れ
が
あ
る
場
合

粉
じ
ん
が
飛
散
す
る
お

そ
れ
の
な
い
設
備

２

第
三
十
三
条
第
二
項
の
規
定
は
、
破
砕
等
設
備
（
前
項
の
設
備
及
び
そ
の

附
属
設
備
を
い
う
。
第
四
十
一
条
の
九
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
十
四
条
第
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一
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
等
の
運
搬
設
備
）

第
四
十
一
条
の
七

処
分
事
業
者
は
、
事
故
由
来
廃
棄
物
等
取
扱
施
設
の
外
に

お
い
て
、
事
故
由
来
廃
棄
物
等
又
は
汚
染
物
を
運
搬
す
る
と
き
は
、
第
四
十

一
条
の
九
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
十
七
条
第
一
項
本
文
の
容
器
を
用
い
た

場
合
、
又
は
同
項
た
だ
し
書
の
措
置
を
講
じ
た
場
合
を
除
き
、
次
の
各
号
に

掲
げ
る
場
合
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
適
合
す
る

設
備
を
用
い
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

気
体
に
よ
る
汚
染
の
お
そ
れ
が
あ
る
場
合

気
体
が
漏
れ
る
お
そ
れ
の

な
い
構
造
で
あ
り
、
か
つ
、
腐
食
し
、
及
び
気
体
が
浸
透
し
に
く
い
材
料

を
用
い
た
設
備

二

液
体
に
よ
る
汚
染
の
お
そ
れ
が
あ
る
場
合

液
体
が
漏
れ
る
お
そ
れ
の

な
い
構
造
で
あ
り
、
か
つ
、
腐
食
し
、
及
び
液
体
が
浸
透
し
に
く
い
材
料

を
用
い
た
設
備

三

粉
じ
ん
に
よ
る
汚
染
の
お
そ
れ
が
あ
る
場
合

粉
じ
ん
が
飛
散
す
る
お

そ
れ
の
な
い
設
備

２

第
三
十
三
条
第
二
項
の
規
定
は
、
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
等
の
運
搬
設
備
（
前

項
の
設
備
及
び
そ
の
附
属
設
備
を
い
う
。
第
四
十
一
条
の
九
に
お
い
て
準
用

す
る
第
三
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
埋
立
施
設
）

第
四
十
一
条
の
八

処
分
事
業
者
は
、
事
故
由
来
廃
棄
物
等
又
は
汚
染
物
を
埋

め
立
て
る
と
き
は
、
外
部
と
区
画
さ
れ
た
構
造
で
あ
り
、
か
つ
、
扉
、
蓋
等

外
部
に
通
ず
る
部
分
に
、
鍵
そ
の
他
の
閉
鎖
の
た
め
の
設
備
又
は
器
具
を
設

け
た
埋
立
施
設
に
お
い
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

第
三
条
第
四
項
及
び
第
三
十
三
条
第
二
項
の
規
定
は
、
前
項
の
埋
立
施
設

に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
準
用
）
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第
四
十
一
条
の
九

第
三
条
第
四
項
（
第
三
十
三
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す

る
場
合
に
限
る
。
）
、
第
二
十
五
条
、
第
二
十
六
条
本
文
、
第
二
十
七
条
第

一
項
及
び
第
二
項
（
第
三
十
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。

）
、
第
二
十
八
条
、
第
二
十
九
条
、
第
三
十
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
三

十
一
条
、
第
三
十
二
条
、
第
三
十
三
条
第
一
項
及
び
第
二
項
（
第
三
十
四
条

第
二
項
及
び
第
三
十
五
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、

第
三
十
四
条
第
一
項
、
第
三
十
五
条
第
一
項
、
第
三
十
七
条
（
第
四
項
を
除

く
。
）
並
び
に
第
三
十
八
条
か
ら
第
四
十
一
条
の
二
ま
で
の
規
定
は
、
処
分

事
業
者
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲

げ
る
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲

げ
る
字
句
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
二
十
五
条

放
射
性
物
質
取
扱
作
業
室

事
故
由
来
廃
棄
物
等
取
扱

及
び
核
原
料
物
質
を
掘
採

施
設

す
る
坑
内

第
二
十
六
条
本

放
射
性
物
質
を

事
故
由
来
廃
棄
物
等
を

文

放
射
性
物
質
の

事
故
由
来
廃
棄
物
等
の

労
働
者
と
そ
の
放
射
性
物

当
該
作
業
に
従
事
す
る
労

質
と
の
間
に
、
そ
の
飛
沫

働
者
に
第
四
十
一
条
の
九

ま
つ

又
は
粉
末
が
労
働
者
の
身

に
お
い
て
準
用
す
る
第
三

体
又
は
衣
服
、
履
物
、
作

十
九
条
第
一
項
に
規
定
す

は
き

業
衣
、
保
護
具
等
身
体
に

る
保
護
具
を
使
用
さ
せ
な

装
着
し
て
い
る
物
（
以
下

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

「
装
具
」
と
い
う
。
）
に

付
着
し
な
い
よ
う
に
す
る

た
め
板
、
幕
等
の
設
備
を

設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

。

第
二
十
七
条
第

放
射
性
物
質

事
故
由
来
廃
棄
物
等

一
項

鉗
子
、
ピ
ン
セ
ツ
ト
等

ス
コ
ツ
プ
等

か
ん

第
二
十
八
条

放
射
性
物
質
が

事
故
由
来
廃
棄
物
等
が
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放
射
性
物
質
取
扱
作
業
室

事
故
由
来
廃
棄
物
等
取
扱

内

施
設
内

第
二
十
九
条
第

放
射
性
物
質
取
扱
作
業
室

事
故
由
来
廃
棄
物
等
取
扱

一
項

施
設

設
備
等

設
備
等
（
労
働
者
が
触
れ

る
お
そ
れ
の
あ
る
部
分
に

限
る
。
）

第
三
十
二
条
第

検
査
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

検
査
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

一
項

い
。

い
。
た
だ
し
、
第
四
十
一

条
の
七
第
一
項
の
規
定
に

よ
り
運
搬
す
る
と
き
は
、

こ
の
限
り
で
な
い
。

第
三
十
二
条
第

第
三
十
七
条
第
一
項
本
文

第
四
十
一
条
の
七
第
一
項

二
項

の
容
器
を
用
い
、
又
は

の
規
定
に
よ
り
運
搬
す
る

と
き
、
又
は
第
四
十
一
条

の
九
に
お
い
て
準
用
す
る

第
三
十
七
条
第
一
項
本
文

の
容
器
を
用
い
、
若
し
く

は

放
射
性
物
質
取
扱
作
業
室

事
故
由
来
廃
棄
物
等
の
処

、
貯
蔵
施
設
、
廃
棄
の
た

分
又
は
廃
棄
の
た
め
の
施

め
の
施
設
又
は
他
の
管
理

設

区
域

第
三
十
三
条
第

放
射
性
物
質

事
故
由
来
廃
棄
物
等

一
項

第
三
十
四
条
第

放
射
性
物
質
取
扱
作
業
室

事
故
由
来
廃
棄
物
等
取
扱

一
項

施
設
、
破
砕
等
設
備
又
は

ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
等
の
運

搬
設
備
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第
三
十
五
条
第

放
射
性
物
質

事
故
由
来
廃
棄
物
等

一
項

第
三
十
七
条
第

放
射
性
物
質
を

事
故
由
来
廃
棄
物
等
を

一
項

放
射
性
物
質
若
し
く
は

事
故
由
来
廃
棄
物
等
若
し

く
は

保
管
廃
棄
し
、
若
し
く
は

廃
棄
の
た
め
に
一
時
た
め

廃
棄
の
た
め
に
一
時
た
め

て
お
き
、
若
し
く
は
埋
め

て
お
く
と
き

立
て
る
と
き

又
は
放
射
性
物
質
取
扱
作

事
故
由
来
廃
棄
物
等
取
扱

業
室
内
に
お
い
て
運
搬
す

施
設
内
に
お
い
て
取
り
扱

る
と
き

う
と
き
、
又
は
第
四
十
一

条
の
七
第
一
項
の
規
定
に

よ
り
運
搬
す
る
と
き

第
三
十
七
条
第

放
射
性
物
質

事
故
由
来
廃
棄
物
等

二
項
及
び
第
三

項第
四
十
条

放
射
性
物
質
取
扱
作
業
室

事
故
由
来
廃
棄
物
等
取
扱

内

施
設
内

第
四
十
一
条
の

放
射
性
物
質
取
扱
作
業
室

事
故
由
来
廃
棄
物
等
取
扱

二
第
一
項

施
設

放
射
性
物
質
を

事
故
由
来
廃
棄
物
等
を

（
除
染
特
別
地
域
等
に
お
け
る
特
例
）

第
四
十
一
条
の
十

平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太
平

洋
沖
地
震
に
伴
う
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
り
放
出
さ
れ
た
放
射
性
物
質

に
よ
る
環
境
の
汚
染
へ
の
対
処
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
三
年
法

律
第
百
十
号
）
第
二
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
除
染
特
別
地
域
又
は
同
法

第
三
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
汚
染
状
況
重
点
調
査
地
域
（
次
項
に
お
い

て
「
除
染
特
別
地
域
等
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
、
事
故
由
来
廃
棄
物
等
（

除
染
則
第
二
条
第
七
項
第
二
号
イ
の
除
去
土
壌
に
限
る
。
以
下
こ
の
項
に
お
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い
て
同
じ
。
）
を
埋
め
立
て
る
場
合
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
措
置

を
講
じ
た
と
き
は
、
前
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
十
七
条
（
第
四
項
を

除
く
。
）
の
規
定
及
び
第
四
十
一
条
の
五
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

一

遠
隔
操
作
に
よ
り
作
業
を
行
う
等
の
事
故
由
来
廃
棄
物
等
に
よ
る
労
働

者
の
身
体
の
汚
染
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置

二

事
故
由
来
廃
棄
物
等
を
湿
潤
な
状
態
に
す
る
等
の
粉
じ
ん
の
発
散
を
抑

制
す
る
た
め
の
措
置

三

埋
立
施
設
の
境
界
か
ら
で
き
る
限
り
離
れ
た
場
所
に
お
い
て
作
業
を
行

う
等
の
粉
じ
ん
の
飛
散
を
抑
制
す
る
た
め
の
措
置

四

埋
立
施
設
の
境
界
に
お
け
る
事
故
由
来
放
射
性
物
質
の
表
面
密
度
の
一

月
を
超
え
な
い
期
間
ご
と
の
測
定
及
び
当
該
表
面
密
度
を
別
表
第
三
に
掲

げ
る
限
度
と
当
該
埋
立
施
設
の
周
辺
に
お
け
る
事
故
由
来
放
射
性
物
質
の

表
面
密
度
の
い
ず
れ
か
高
い
値
以
下
と
す
る
た
め
の
措
置

２

除
染
特
別
地
域
等
に
お
い
て
事
故
由
来
廃
棄
物
等
の
処
分
の
業
務
を
行
う

場
合
に
お
け
る
前
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
八
条
、
第
三
十
一
条
、

第
三
十
二
条
、
第
三
十
三
条
第
二
項
（
第
三
十
五
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
に
限
る
。
）
、
第
三
十
五
条
第
一
項
及
び
第
三
十
七
条
（
第
四
項

を
除
く
。
）
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
規
定

中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句

と
す
る
。

第
二
十
八
条

別
表
第
三
に
掲
げ
る
限
度

屋
内
に
あ
つ
て
は
別
表
第

（
そ
の
汚
染
が
事
故
由
来

三
に
掲
げ
る
限
度
以
下
に

廃
棄
物
等
取
扱
施
設
以
外

、
屋
外
に
あ
つ
て
は
別
表

の
場
所
で
生
じ
た
と
き
は

第
三
に
掲
げ
る
限
度
と
当

、
別
表
第
三
に
掲
げ
る
限

該
区
域
の
周
辺
に
お
け
る

度
の
十
分
の
一
）
以
下

事
故
由
来
放
射
性
物
質
の

表
面
密
度
の
い
ず
れ
か
高

い
値
以
下

第
三
十
一
条
第

の
出
口

又
は
事
業
場
の
出
口
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一
項

別
表
第
三
に
掲
げ
る
限
度

別
表
第
三
に
掲
げ
る
限
度

の
十
分
の
一

第
三
十
一
条
第

別
表
第
三
に
掲
げ
る
限
度

別
表
第
三
に
掲
げ
る
限
度

二
項
、
第
三
十

の
十
分
の
一

二
条
第
二
項
及

び
第
三
十
五
条

第
一
項

第
四
章
の
二

（
略
）

第
四
章
の
二

（
略
）

（
加
工
施
設
等
に
お
け
る
作
業
規
程
）

（
加
工
施
設
等
に
お
け
る
作
業
規
程
）

第
四
十
一
条
の
十
一

（
略
）

第
四
十
一
条
の
三

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

（
原
子
炉
施
設
に
お
け
る
作
業
規
程
）

（
原
子
炉
施
設
に
お
け
る
作
業
規
程
）

第
四
十
一
条
の
十
二

（
略
）

第
四
十
一
条
の
四

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

（
事
故
由
来
廃
棄
物
等
の
処
分
の
業
務
に
係
る
作
業
に
お
け
る
作
業
規
程
）

第
四
十
一
条
の
十
三

事
業
者
は
、
事
故
由
来
廃
棄
物
等
の
処
分
の
業
務
に
係

（
新
設
）

る
作
業
を
行
う
と
き
は
、
当
該
作
業
に
関
し
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
、
労
働

者
の
放
射
線
に
よ
る
障
害
を
防
止
す
る
た
め
必
要
な
規
程
を
定
め
、
こ
れ
に

よ
り
作
業
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

事
故
由
来
廃
棄
物
等
の
処
分
に
係
る
各
設
備
の
操
作

二

安
全
装
置
及
び
自
動
警
報
装
置
の
調
整

三

作
業
の
方
法
及
び
順
序

四

外
部
放
射
線
に
よ
る
線
量
当
量
率
及
び
空
気
中
の
放
射
性
物
質
の
濃
度

の
監
視
に
関
す
る
措
置

五

天
井
、
床
、
壁
、
設
備
等
の
表
面
の
汚
染
の
状
態
の
検
査
及
び
汚
染
の

除
去
に
関
す
る
措
置
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六

異
常
な
事
態
が
発
生
し
た
場
合
に
お
け
る
応
急
の
措
置

七

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
労
働
者
の
放
射
線
に
よ
る
障
害
を
防

止
す
る
た
め
必
要
な
措
置

２

事
業
者
は
、
前
項
の
規
程
を
定
め
た
と
き
は
、
同
項
各
号
の
事
項
に
つ
い

て
関
係
労
働
者
に
周
知
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
事
故
由
来
廃
棄
物
等
の
処
分
の
業
務
に
係
る
作
業
の
届
出
）

第
四
十
一
条
の
十
四

事
業
者
（
労
働
安
全
衛
生
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。

（
新
設
）

）
第
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
元
方
事
業
者
に
該
当
す
る
者
が
い
る
場
合

に
あ
つ
て
は
、
当
該
元
方
事
業
者
に
限
る
。
）
は
、
次
に
掲
げ
る
作
業
を
行

う
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
様
式
第
一
号
に
よ
る
届
書
を
当
該
事
業
場
の
所

在
地
を
管
轄
す
る
労
働
基
準
監
督
署
長
（
以
下
「
所
轄
労
働
基
準
監
督
署
長

」
と
い
う
。
）
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

事
故
由
来
廃
棄
物
等
に
汚
染
さ
れ
た
設
備
の
解
体
、
改
造
、
修
理
、
清

掃
、
点
検
等
を
行
う
場
合
に
お
い
て
、
当
該
設
備
を
分
解
し
、
又
は
当
該

設
備
の
内
部
に
立
ち
入
る
作
業

二

外
部
放
射
線
に
よ
る
実
効
線
量
と
空
気
中
の
放
射
性
物
質
に
よ
る
実
効

線
量
と
の
合
計
が
一
週
間
に
つ
き
一
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
を
超
え
る
お
そ
れ

の
あ
る
作
業

２

第
三
条
第
二
項
及
び
第
三
条
の
二
第
三
項
の
規
定
は
、
前
項
第
二
号
に
規

定
す
る
外
部
放
射
線
に
よ
る
実
効
線
量
及
び
空
気
中
の
放
射
性
物
質
に
よ
る

実
効
線
量
の
算
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
五
章

（
略
）

第
五
章

（
略
）

（
事
故
に
関
す
る
報
告
）

（
事
故
に
関
す
る
報
告
）

第
四
十
三
条

事
業
者
は
、
前
条
第
一
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
事
故

第
四
十
三
条

事
業
者
は
、
前
条
第
一
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
事
故

が
発
生
し
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
そ
の
旨
を
所
轄
労
働
基
準
監
督
署
長
に

が
発
生
し
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
そ
の
旨
を
当
該
事
業
場
の
所
在
地
を
管

報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

轄
す
る
労
働
基
準
監
督
署
長
（
以
下
「
所
轄
労
働
基
準
監
督
署
長
」
と
い
う

。
）
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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（
エ
ツ
ク
ス
線
作
業
主
任
者
免
許
の
欠
格
事
由
）

（
エ
ツ
ク
ス
線
作
業
主
任
者
免
許
の
欠
格
事
由
）

第
四
十
九
条

エ
ツ
ク
ス
線
作
業
主
任
者
免
許
に
係
る
法
第
七
十
二
条
第
二
項

第
四
十
九
条

エ
ツ
ク
ス
線
作
業
主
任
者
免
許
に
係
る
労
働
安
全
衛
生
法
（
以

第
二
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
は
、
満
十
八
歳
に
満
た
な
い
者
と
す

下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
七
十
二
条
第
二
項
第
二
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定

る
。

め
る
者
は
、
満
十
八
歳
に
満
た
な
い
者
と
す
る
。

（
事
故
由
来
廃
棄
物
等
の
処
分
の
業
務
に
係
る
特
別
の
教
育
）

第
五
十
二
条
の
八

事
業
者
は
、
事
故
由
来
廃
棄
物
等
の
処
分
の
業
務
に
労
働

（
新
設
）

者
を
就
か
せ
る
と
き
は
、
当
該
労
働
者
に
対
し
、
次
の
科
目
に
つ
い
て
、
特

別
の
教
育
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

事
故
由
来
廃
棄
物
等
に
関
す
る
知
識

二

事
故
由
来
廃
棄
物
等
の
処
分
の
業
務
に
係
る
作
業
の
方
法
に
関
す
る
知

識
三

事
故
由
来
廃
棄
物
等
の
処
分
の
業
務
に
係
る
作
業
に
使
用
す
る
設
備
の

構
造
及
び
取
扱
い
の
方
法
に
関
す
る
知
識

四

電
離
放
射
線
の
生
体
に
与
え
る
影
響
及
び
被
ば
く
線
量
の
管
理
の
方
法

に
関
す
る
知
識

五

関
係
法
令

六

事
故
由
来
廃
棄
物
等
の
処
分
の
業
務
に
係
る
作
業
の
方
法
及
び
使
用
す

る
設
備
の
取
扱
い

２

安
衛
則
第
三
十
七
条
及
び
第
三
十
八
条
並
び
に
前
項
に
定
め
る
ほ
か
、
同

項
の
特
別
の
教
育
の
実
施
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
は
、
厚
生
労
働
大
臣
が
定

め
る
。第

七
章

（
略
）

第
七
章

（
略
）

（
作
業
環
境
測
定
を
行
う
べ
き
作
業
場
）

（
作
業
環
境
測
定
を
行
う
べ
き
作
業
場
）

第
五
十
三
条

令
第
二
十
一
条
第
六
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
作
業
場
は

第
五
十
三
条

令
第
二
十
一
条
第
六
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
作
業
場
は

、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）
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二
の
二

事
故
由
来
廃
棄
物
等
取
扱
施
設

（
新
設
）

三

（
略
）

三

（
略
）

（
放
射
性
物
質
の
濃
度
の
測
定
）

（
放
射
性
物
質
の
濃
度
の
測
定
）

第
五
十
五
条

事
業
者
は
、
第
五
十
三
条
第
二
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る

第
五
十
五
条

事
業
者
は
、
第
五
十
三
条
第
二
号
又
は
第
三
号
に
掲
げ
る
作
業

作
業
場
に
つ
い
て
、
そ
の
空
気
中
の
放
射
性
物
質
の
濃
度
を
一
月
以
内
ご
と

場
に
つ
い
て
、
そ
の
空
気
中
の
放
射
性
物
質
の
濃
度
を
一
月
以
内
ご
と
に
一

に
一
回
、
定
期
に
、
放
射
線
測
定
器
を
用
い
て
測
定
し
、
そ
の
都
度
、
前
条

回
、
定
期
に
、
放
射
線
測
定
器
を
用
い
て
測
定
し
、
そ
の
都
度
、
前
条
第
一

第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
録
し
て
、
こ
れ
を
五
年
間
保
存
し
な
け
れ

項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
録
し
て
、
こ
れ
を
五
年
間
保
存
し
な
け
れ
ば
な

ば
な
ら
な
い
。

ら
な
い
。

（
健
康
診
断
の
結
果
の
記
録
）

（
健
康
診
断
の
結
果
の
記
録
）

第
五
十
七
条

事
業
者
は
、
前
条
第
一
項
の
健
康
診
断
（
法
第
六
十
六
条
第
五

第
五
十
七
条

事
業
者
は
、
前
条
第
一
項
の
健
康
診
断
（
法
第
六
十
六
条
第
五

項
た
だ
し
書
の
場
合
に
お
い
て
当
該
労
働
者
が
受
け
た
健
康
診
断
を
含
む
。

項
た
だ
し
書
の
場
合
に
お
い
て
当
該
労
働
者
が
受
け
た
健
康
診
断
を
含
む
。

次
条
及
び
第
五
十
九
条
に
お
い
て
「
電
離
放
射
線
健
康
診
断
」
と
い
う
。
）

次
条
及
び
第
五
十
九
条
に
お
い
て
「
電
離
放
射
線
健
康
診
断
」
と
い
う
。
）

の
結
果
に
基
づ
き
、
電
離
放
射
線
健
康
診
断
個
人
票
（
様
式
第
一
号
の
二
）

の
結
果
に
基
づ
き
、
電
離
放
射
線
健
康
診
断
個
人
票
（
様
式
第
一
号
）
を
作

を
作
成
し
、
こ
れ
を
三
十
年
間
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当

成
し
、
こ
れ
を
三
十
年
間
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
記

該
記
録
を
五
年
間
保
存
し
た
後
に
お
い
て
、
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
機

録
を
五
年
間
保
存
し
た
後
に
お
い
て
、
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
機
関
に

関
に
引
き
渡
す
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

引
き
渡
す
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
六
十
一
条
の
四

放
射
線
業
務
に
常
時
従
事
す
る
労
働
者
で
あ
つ
て
、
管
理

（
新
設
）

区
域
に
立
ち
入
る
も
の
の
う
ち
、
当
該
業
務
に
配
置
替
え
と
な
る
直
前
に
除

染
則
第
二
条
第
三
項
の
除
染
等
業
務
従
事
者
で
あ
つ
た
者
に
つ
い
て
は
、
当

該
者
が
直
近
に
受
け
た
除
染
則
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
健
康
診
断

（
当
該
業
務
へ
の
配
置
替
え
の
日
前
六
月
以
内
に
行
わ
れ
た
も
の
に
限
る
。

）
は
、
第
五
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
配
置
替
え
の
際
の
健
康
診
断
と

み
な
す
。

（
準
用
）

（
準
用
）

第
六
十
二
条

第
三
条
第
四
項
（
第
十
五
条
第
三
項
、
第
二
十
二
条
第
二
項
、

第
六
十
二
条

第
三
条
第
四
項
（
第
十
五
条
第
三
項
、
第
二
十
二
条
第
二
項
、

第
三
十
三
条
第
三
項
、
第
三
十
六
条
第
二
項
、
第
四
十
一
条
の
四
第
二
項
及

第
三
十
三
条
第
三
項
及
び
第
三
十
六
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
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び
第
四
十
一
条
の
八
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
七

含
む
。
）
、
第
七
条
第
三
項
、
第
八
条
、
第
九
条
、
第
十
八
条
第
一
項
本
文

条
第
三
項
、
第
八
条
、
第
九
条
、
第
十
八
条
第
一
項
本
文
（
同
条
第
二
項
に

（
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
三
十
一
条
、
第

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
三
十
一
条
、
第
三
十
二
条
、
第
三

三
十
二
条
、
第
三
十
三
条
第
一
項
、
第
三
十
四
条
第
一
項
、
第
三
十
五
条
第

十
三
条
第
一
項
、
第
三
十
四
条
第
一
項
、
第
三
十
五
条
第
一
項
（
こ
れ
ら
の

一
項
、
第
三
十
六
条
第
一
項
、
第
三
十
八
条
、
第
三
十
九
条
、
第
四
十
一
条

規
定
を
第
四
十
一
条
の
九
（
第
四
十
一
条
の
十
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み

、
第
四
十
一
条
の
二
、
第
四
十
二
条
第
一
項
及
び
第
三
項
、
第
四
十
四
条
、

替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

第
四
十
五
条
第
一
項
、
第
五
十
四
条
第
四
項
、
第
五
十
九
条
の
二
並
び
に
前

、
第
三
十
六
条
第
一
項
、
第
三
十
八
条
、
第
三
十
九
条
、
第
四
十
一
条
、
第

条
第
一
項
の
規
定
は
、
放
射
線
業
務
を
行
う
事
業
場
内
に
お
い
て
放
射
線
業

四
十
一
条
の
二
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
第
四
十
一
条
の
九
に
お
い
て
準
用
す
る

務
以
外
の
業
務
を
行
う
事
業
の
事
業
者
及
び
そ
の
使
用
す
る
労
働
者
に
準
用

場
合
を
含
む
。
）
、
第
四
十
一
条
の
六
第
一
項
、
第
四
十
一
条
の
七
第
一
項

す
る
。

、
第
四
十
一
条
の
八
第
一
項
、
第
四
十
二
条
第
一
項
及
び
第
三
項
、
第
四
十

四
条
、
第
四
十
五
条
第
一
項
、
第
五
十
四
条
第
四
項
、
第
五
十
九
条
の
二
並

び
に
第
六
十
一
条
の
二
第
一
項
の
規
定
は
、
放
射
線
業
務
を
行
う
事
業
場
内

に
お
い
て
放
射
線
業
務
以
外
の
業
務
を
行
う
事
業
の
事
業
者
（
除
染
則
第
二

条
第
一
項
の
事
業
者
を
除
く
。
）
及
び
そ
の
使
用
す
る
労
働
者
に
準
用
す
る

。
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○
労
働
安
全
衛
生
規
則
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
三
十
二
号
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
特
別
教
育
を
必
要
と
す
る
業
務
）

（
特
別
教
育
を
必
要
と
す
る
業
務
）

第
三
十
六
条

法
第
五
十
九
条
第
三
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
危
険
又
は

第
三
十
六
条

法
第
五
十
九
条
第
三
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
危
険
又
は

有
害
な
業
務
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

有
害
な
業
務
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
～
二
十
八
の
三

（
略
）

一
～
二
十
八
の
三

（
略
）

二
十
八
の
四

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
生
じ
た
放
射
性
物
質
に
よ
り
汚
染
さ

（
新
設
）

れ
た
土
壌
等
を
除
染
す
る
た
め
の
業
務
等
に
係
る
電
離
放
射
線
障
害
防
止

規
則
（
平
成
二
十
三
年
厚
生
労
働
省
令
第
百
五
十
二
号
。
以
下
「
除
染
則

」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
七
項
第
二
号
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
物
そ
の
他
の

事
故
由
来
放
射
性
物
質
（
平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
北

地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
伴
う
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
り
当
該
原
子
力

発
電
所
か
ら
放
出
さ
れ
た
放
射
性
物
質
を
い
う
。
）
に
よ
り
汚
染
さ
れ
た

物
で
あ
つ
て
、
電
離
則
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
も
の
の
処
分
の
業
務

二
十
九
～
三
十
七

（
略
）

二
十
九
～
三
十
七

（
略
）

三
十
八

除
染
則
第
二
条
第
七
項
の
除
染
等
業
務
及
び
同
条
第
八
項
の
特
定

三
十
八

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
生
じ
た
放
射
性
物
質
に
よ
り
汚
染
さ
れ
た

線
量
下
業
務

土
壌
等
を
除
染
す
る
た
め
の
業
務
等
に
係
る
電
離
放
射
線
障
害
防
止
規
則

（
平
成
二
十
三
年
厚
生
労
働
省
令
第
百
五
十
二
号
。
以
下
「
除
染
則
」
と

い
う
。
）
第
二
条
第
七
項
の
除
染
等
業
務
及
び
同
条
第
八
項
の
特
定
線
量

下
業
務
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○
作
業
環
境
測
定
法
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
年
労
働
省
令
第
二
十
号
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
令
第
一
条
第
二
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
作
業
場
）

（
令
第
一
条
第
二
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
作
業
場
）

第
一
条

作
業
環
境
測
定
法
施
行
令
（
以
下
「
令
」
と
い
う
。
）
第
一
条
第
二

第
一
条

作
業
環
境
測
定
法
施
行
令
（
以
下
「
令
」
と
い
う
。
）
第
一
条
第
二

号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
作
業
場
は
、
電
離
放
射
線
障
害
防
止
規
則
（

号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
作
業
場
は
、
電
離
放
射
線
障
害
防
止
規
則
（

昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
四
十
一
号
）
第
五
十
三
条
第
二
号
又
は
第
二
号

昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
四
十
一
号
）
第
五
十
三
条
第
二
号
に
掲
げ
る
作

の
二
に
掲
げ
る
作
業
場
と
す
る
。

業
場
と
す
る
。
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○
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
生
じ
た
放
射
性
物
質
に
よ
り
汚
染
さ
れ
た
土
壌
等
を
除
染
す
る
た
め
の
業
務
等
に
係
る
電
離
放
射
線
障
害
防
止
規
則
（
平
成
二
十
三
年
厚
生
労

働
省
令
第
百
五
十
二
号
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

目
次

目
次

第
四
章

雑
則
（
第
二
十
六
条
―
第
三
十
条
）

第
四
章

雑
則
（
第
二
十
六
条
―
第
二
十
九
条
）

（
定
義
）

（
定
義
）

第
二
条

（
略
）

第
二
条

（
略
）

２
～
６

（
略
）

２
～
６

（
略
）

７

こ
の
省
令
で
「
除
染
等
業
務
」
と
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
業
務
（
電
離

７

こ
の
省
令
で
「
除
染
等
業
務
」
と
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
業
務
を
い
う
。

則
第
四
十
一
条
の
三
の
処
分
の
業
務
を
行
う
事
業
場
に
お
い
て
行
う
も
の
を

除
く
。
）
を
い
う
。

一
～
三

（
略
）

一
～
三

（
略
）

８

こ
の
省
令
で
「
特
定
線
量
下
業
務
」
と
は
、
除
染
特
別
地
域
等
内
に
お
け

８

こ
の
省
令
で
「
特
定
線
量
下
業
務
」
と
は
、
除
染
特
別
地
域
等
内
に
お
け

る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
方
法
に
よ
っ
て
求
め
る
平
均
空
間
線
量
率
（
以

る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
方
法
に
よ
っ
て
求
め
る
平
均
空
間
線
量
率
（
以

下
単
に
「
平
均
空
間
線
量
率
」
と
い
う
。
）
が
事
故
由
来
放
射
性
物
質
に
よ

下
単
に
「
平
均
空
間
線
量
率
」
と
い
う
。
）
が
事
故
由
来
放
射
性
物
質
に
よ

り
二
・
五
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
毎
時
を
超
え
る
場
所
に
お
い
て
事
業
者
が

り
二
・
五
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
毎
時
を
超
え
る
場
所
に
お
い
て
事
業
者
が

行
う
除
染
等
業
務
そ
の
他
の
労
働
安
全
衛
生
法
施
行
令
別
表
第
二
に
掲
げ
る

行
う
除
染
等
業
務
以
外
の
業
務
を
い
う
。

業
務
以
外
の
業
務
を
い
う
。

９
・

（
略
）

９
・

（
略
）

10

10

（
作
業
の
届
出
）

（
作
業
の
届
出
）

第
十
条

事
業
者
（
労
働
安
全
衛
生
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
十
五
条

第
十
条

事
業
者
（
労
働
安
全
衛
生
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
十
五
条

第
一
項
に
規
定
す
る
元
方
事
業
者
に
該
当
す
る
者
が
い
る
場
合
に
あ
っ
て
は

第
一
項
に
規
定
す
る
元
方
事
業
者
に
限
る
。
）
は
、
除
染
特
別
地
域
等
内
に

、
当
該
元
方
事
業
者
に
限
る
。
）
は
、
除
染
特
別
地
域
等
内
に
お
い
て
土
壌

お
い
て
土
壌
等
の
除
染
等
の
業
務
又
は
特
定
汚
染
土
壌
等
取
扱
業
務
を
行
お

等
の
除
染
等
の
業
務
又
は
特
定
汚
染
土
壌
等
取
扱
業
務
を
行
お
う
と
す
る
と

う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
様
式
第
一
号
に
よ
る
届
書
を
当
該
事
業

き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
様
式
第
一
号
に
よ
る
届
書
を
当
該
事
業
場
の
所
在
地

場
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
労
働
基
準
監
督
署
長
（
以
下
「
所
轄
労
働
基
準
監
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を
管
轄
す
る
労
働
基
準
監
督
署
長
（
以
下
「
所
轄
労
働
基
準
監
督
署
長
」
と

督
署
長
」
と
い
う
。
）
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

い
う
。
）
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
十
条

除
染
等
業
務
に
常
時
従
事
す
る
除
染
等
業
務
従
事
者
の
う
ち
、
当

（
新
設
）

該
業
務
に
配
置
替
え
と
な
る
直
前
に
電
離
則
第
四
条
第
一
項
の
放
射
線
業
務

従
事
者
で
あ
っ
た
者
に
つ
い
て
は
、
当
該
者
が
直
近
に
受
け
た
電
離
則
第
五

十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
健
康
診
断
（
当
該
業
務
へ
の
配
置
替
え
の
日

前
六
月
以
内
に
行
わ
れ
た
も
の
に
限
る
。
）
は
、
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
る
配
置
替
え
の
際
の
健
康
診
断
と
み
な
す
。


